
別紙
Ⅰ．事業評価総括表 （令和４年度）

番号 措　置　名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備 考

1
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

第１配水池整備事業 鏡野町 100,606,000 98,616,736

2
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

芳野公民館改修事業 鏡野町 37,691,500 37,691,500

3
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

鏡野町総合文化施設改修事業 鏡野町 181,060,000 181,060,000

4
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

奥津町民体育館改修事業 鏡野町 79,011,625 79,011,625

5
公共用施設に係る整備、
維持補修又は維持運営等
措置

スクールバス整備事業 鏡野町 17,428,400 17,428,400

6 福祉対策措置 福祉施設維持運営事業 鏡野町 60,442,998 60,325,432

476,240,523 474,133,693

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。



（令和４年度）

うち文部科学省分
うち経済産業省分

Ⅱ．事業評価個表

交付金事業の評価課室 鏡野町上下水道課

98,616,736

工事請負契約 一般競争入札 株式会社　鏡水 100,606,000
交付金事業の担当課室 鏡野町上下水道課

0
交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

総事業費 100,606,000
交付金充当額 98,616,736

交付金事業の総事業費等 令和４年度 年度 年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和４年度 年度

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 % 100

年度

年度内に工事を完了する
（実施率）

活動実績 % 100
活動見込 % 100

事業期間の設定理由 完成までに３年間を要するため

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 ８年度

施設を起因とする断水日
数　　０日

施設を起因とする断水日
数

成果実績 日

目標値 日 0

達成度 %

評価年度の設定理由

事業実施年度に工事を行うため、供用開始年度に評価を実施します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

番号 措置名 交付金事業の名称
1 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 第１配水池整備事業

交付金事業に関係する都道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

【主要政策・施策】
　鏡野町第２次総合計画（後期基本計画） 令和３年度～令和７年度（５年間）
　　政策：４　快適な生活環境の里づくり
　　施策：４－７上下水道の整備
　　　・独立採算を基本に上下水道事業の更なるコスト削減に努めます。
　　　・適正な管理により上下水道施設の整備と長寿命化に努めます。

【⽬標】（令和７年度）

　上水道給水原価(１㎥当たり）：３４０．０円

事業開始年度 令和４年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 鏡野町
交付金事業実施場所 鏡野町入・小座

交付金事業の概要

第１配水池の老朽化及び耐震化に伴う新築工事を実施します。
（管路布設工事（進入路部））

鏡野町は、第２次総合計画に基づき、上下水道の整備等「快適な生活環境の里づくり」の推進に向け、鏡野地域住民の上水道の中核施設である第１配水池を電源立地
地域対策交付金を活用し新築工事を行います。



（令和４年度）

うち文部科学省分
うち経済産業省分

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 鏡野町（教育委員会）生涯学習課

工事請負契約 一般競争入札 中国防災工業　株式会社 37,691,500
交付金事業の担当課室 鏡野町（教育委員会）生涯学習課

37,691,500
0

交付金事業の契約の概要

総事業費 37,691,500
交付金充当額 37,691,500

交付金事業の総事業費等 令和４年度 年度 年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和４年度 年度

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 % 100

年度

年度内に工事を完了する
（実施率）

活動実績 % 100
活動見込 % 100

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和６年度

自主講座利用者数、主催
講座利用者数及び貸館総

数の増加

自主講座利用者数、主催
講座利用者数及び貸館総

数

成果実績 人

目標値 人 8,883

達成度 %

評価年度の設定理由

事業実施年度に工事を行うため、翌年度に評価を実施します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　芳野公民館改修事業あたっては、当初予定のとおり実施できました。地域の生涯学習の拠点として生涯にわたって学習するテーマを持ち、学習してもらえる施設と
して運営することができました。今後も引き続き、生涯学習拠点施設としての運営に努めていきます。また、本事業が電源立地地域対策交付金により実施されたこと
について広く周知し、電源立地事業に係る理解に繋げていきます。

事業開始年度 令和４年度 事業終了（予定）年度 令和４年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 鏡野町
交付金事業実施場所 鏡野町古川

交付金事業の概要

　昭和61年度に完成した鏡野町立芳野公民館は築35年が経過し、内外部の老朽化が進んでいるため改修工事を実施します。（改修工事概要　外部：外壁・越屋根・樋
改修　 内部：内装改修・便所バリアフリー化・アリーナ床改修）

　第２次総合計画(後期基本計画)に基づき、生涯学習の推進等「創造豊かな教育・文化の里づくり」の推進に向け、町民が目的に合わせて学習ができる場や地域の状
況に応じた学習機会の提供及び公民館を拠点とした人づくりやコミュニティ活動の推進を図るため、地域の公民館を快適に利用でき、交流や生涯学習推進の拠点とな
るよう老朽化した芳野公民館を電源立地地域対策交付金を活用して改修工事を行います。

Ⅱ．事業評価個表
番号 措置名 交付金事業の名称
2 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 芳野公民館改修事業

交付金事業に関係する都道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

【主要政策・施策】
　鏡野町第２次総合計画（後期基本計画） 令和３年度～令和７年度（５年間）
　　政策：３ 創造豊かな教育・文化の里づくり
　　施策：３－２生涯学習の推進
　　　・多様なニーズに応える学習機会の提供と充実を図ります。
　　　・計画的な大規模改修等で生涯学習施設・設備の整備・充実を図ります。

【⽬標】（令和７年度）

　何らかの学習活動を行っている町民の割合　：　４４．０％
　公民館講座受講者数　：　２４，０００人



（令和４年度）

うち文部科学省分
うち経済産業省分

Ⅱ．事業評価個表
番号 措置名 交付金事業の名称
3 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 鏡野町総合文化施設改修事業

交付金事業に関係する都道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

【主要政策・施策】
　鏡野町第２次総合計画（後期基本計画） 令和３年度～令和７年度（５年間）
　　政策：３ 創造豊かな教育・文化の里づくり
　　施策：３－２生涯学習の推進
　　　・多様なニーズに応える学習機会の提供と充実を図ります。
　　　・計画的な大規模改修等で生涯学習施設・設備の整備・充実を図ります。

【⽬標】（令和７年度）

　何らかの学習活動を行っている町民の割合　：　４４．０％

事業開始年度 令和４年度 事業終了（予定）年度 令和４年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 鏡野町
交付金事業実施場所 鏡野町竹田

交付金事業の概要

　平成14年度に完成した総合文化施設(ペスタロッチ館)は、築19年が経過し空調設備の老朽化が進んでいるため改修工事を実施します。
（改修工事概要　空調熱源更新：氷蓄熱システムを空冷チラーシステムに更新、氷蓄熱エアコンを電気式エアコンに更新、照明器具をLEDに更新）
　鏡野町は、第２次総合計画(後期基本計画)に基づき、生涯学習の推進等「創造豊かな教育・文化の里づくり」の推進に向け、町民に芸術・文化に接する機会を提供
し、教育・学術及び文化の向上に寄与するよう老朽化した鏡野町総合文化施設(ペスタロッチ館)を電源立地地域対策交付金を活用して改修工事を行ないます。

                 　  平成28年度　　平成29年度　　平成30年度　　令和元年度　　令和２年度
ﾍﾟｽﾀﾛｯﾁ館来館者数　　 　7,277人　　 　8,707人　　   5,584人　　 　5,490人       2,132人
図書館利用者数　　 　  79,301人      74,689人      70,386人　　  66,621人      47,668人
図書貸出冊数　　　    135,564冊　　 123,043冊　　 119,717冊　   112,397冊 　　108,529冊

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和６年度

ﾍﾟｽﾀﾛｯﾁ館来館者数、図
書館利用者数の増加

ﾍﾟｽﾀﾛｯﾁ館来館者数、図
書館利用者数

成果実績 人

目標値 人 49,801

達成度 %

評価年度の設定理由

事業実施年度に工事を行うため、翌年度に評価を実施します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　鏡野町総合文化施設改修事業は、「生涯学習の推進」を図るため、予定のとおり実施できました。地域の生涯学習の拠点として生涯にわたって学習するテーマを持
ち、学習してもらえる施設として運営することができました。今後も引き続き、生涯学習拠点施設としての運営に努めていきます。また、本事業が電源立地地域対策
交付金により実施されたことについて広く周知し、電源立地事業に係る理解に繋げていきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 % 100

年度

年度内に工事を完了する
（実施率）

活動実績 % 100
活動見込 % 100

交付金事業の総事業費等 令和４年度 年度 年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和４年度 年度

総事業費 181,060,000
交付金充当額 181,060,000

交付金事業の評価課室 鏡野町生涯学習課

181,060,000

工事請負契約 一般競争入札 株式会社　山本工業 181,060,000
交付金事業の担当課室 鏡野町生涯学習課

0
交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額



（令和４年度）

うち文部科学省分
うち経済産業省分

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 鏡野町生涯学習課

工事請負契約 一般競争入札 株式会社　杉岡建設工業 79,011,625
交付金事業の担当課室 鏡野町生涯学習課

79,011,625
0

交付金事業の契約の概要

総事業費 79,011,625
交付金充当額 79,011,625

交付金事業の総事業費等 令和４年度 年度 年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和４年度 年度

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 % 100

年度

年度内に工事を完了する
（実施率）

活動実績 % 100
活動見込 % 100

事業期間の設定理由 完成までに２年間を要するため

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和７年度

施設利用者数の増加 施設利用者数

成果実績 人

目標値 人 952

達成度 %

評価年度の設定理由

事業実施年度に工事を行うため、工事完了翌年度に評価を実施します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金の活用により、「生涯スポーツの推進」を図るため「奥津町民体育館」を整備することができました。施設利用者数の増を目指して、スポーツ施設の活用
促進に繋げ、完成した施設については、引き続き、当町並びに県内のスポーツ愛好家に利用してもらうことで、電源立地事業に係る理解に努めていきます。

事業開始年度 令和４年度 事業終了（予定）年度 令和５年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 鏡野町
交付金事業実施場所 鏡野町井坂

交付金事業の概要

平成２年度に完成した奥津町民体育館は築31年が経過し、内外部の老朽化が進んでいるめ改修工事を実施します。
　改修工事概要  令和４年度・外部：屋根・外壁改修・内装改修（事務室）
　　　　　　　　令和５年度・内部：アリーナ天井耐震化・便所バリアフリー化、
　　　　　　　　　　　　　　　　　電気工事（照明LEDに改修）・消火栓用自家発電機更新
　鏡野町は、第２次総合計画(後期基本計画)に基づき、生涯スポーツの推進等「創造豊かな教育・文化の里づくり」の推進に向け、老朽化等により安全が確保できな
い奥津町民体育館を早急に改修する必要があるため電源立地地域対策交付金を活用して改修工事を行ないます。

 　　　　　　　平成28年度　　平成29年度　　平成30年度　　令和元年度　　令和２年度
施設利用者数　　  842人　　 　 2,069人　      697人　　   　554人         951人

Ⅱ．事業評価個表
番号 措置名 交付金事業の名称
4 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 奥津町民体育館改修事業

交付金事業に関係する都道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

【主要政策・施策】
　鏡野町第２次総合計画（後期基本計画） 令和３年度～令和７年度（５年間）
　　政策：３ 創造豊かな教育・文化の里づくり
　　施策：３－４生涯スポーツの推進
　　　・生涯スポーツの意識啓発とスポーツ活動への積極的な参加を推進します。
　　　・スポーツ施設の整備・管理運営の充実で快適に施設を利用できるように努めます。

【⽬標】（令和７年度）

　何らかの運動、スポーツを行っている町民の割合　：　５６．０％



（令和４年度）

うち文部科学省分

うち経済産業省分

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

交付金事業の評価課室 鏡野町学校教育課

工事請負契約 指名競争入札 有限会社　鏡野スズキ販売 6,978,400
交付金事業の担当課室 鏡野町学校教育課

工事請負契約 指名競争入札 有限会社　鏡野車輛整備工場 10,450,000

17,428,400

0

交付金事業の契約の概要

総事業費 17,428,400
交付金充当額 17,428,400

交付金事業の総事業費等 令和４年度 年度 年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和４年度 年度

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

達成度 % 100

年度

年度内にスクールバス
３台を整備する
（実施率）

活動実績 % 100
活動見込 % 100

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和６年度

通学状況の維持
スクールバス運行必要日
－スクールバス運行不可

能日

成果実績 日

目標値 日 0

達成度 %

評価年度の設定理由

事業実施年度に整備を行い、翌年度から使用するため、翌々年度に評価を実施します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本交付金の活用により、「学校教育の充実」を図るため「スクールバス」を整備し、遠方から通学する児童の通学手段を確保し、充実した学校生活が営める環境の
整備を行うことが出来ました。バスを利用する児童等に電源立地事業に係る理解に努めていきます。

事業開始年度 令和４年度 事業終了（予定）年度 令和４年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 鏡野町
交付金事業実施場所 鏡野町竹田

交付金事業の概要

小学校の統廃合に伴いスクールバス購入を実施します。
　スクールバス（29人乗り）１台
　スクールバス（14人乗り) 　２台

　電源立地地域対策交付金を活用し、教育環境・通学環境の整備・充実に努めます。

Ⅱ．事業評価個表
番号 措置名 交付金事業の名称
5 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 スクールバス整備事業

交付金事業に関係する都道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

【主要政策・施策】
　鏡野町第２次総合計画（後期基本計画） 令和３年度～令和７年度（５年間）
　　政策：３ 創造豊かな教育・文化の里づくり
　　施策：３－１学校教育の充実
　　　・学習意欲を引き出す授業改善で確かな学力の向上に努めます。
　　　・教育環境の整備・充実した体制づくりに取り組みます。

【⽬標】（令和７年度）

　学校生活が充実していると答えた児童の割合　：　９０．０％
　学校生活が充実していると答えた生徒の割合　：　８５．０％



（令和４年度）

うち文部科学省分
うち経済産業省分

交付金事業の評価課室 鏡野町学校教育課

小学校・会計年度任用職員人件費 雇用 会計年度任用職員　２２名
中学校・会計年度任用職員人件費 雇用 会計年度任用職員　７名 16,359,000

交付金事業の担当課室 鏡野町学校教育課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
44,083,098

60,325,432
0

交付金事業の契約の概要

総事業費 60,442,998
交付金充当額 60,325,432

交付金事業の総事業費等 令和４年度 年度 年度 備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和４年度 年度

評価に係る第三者機関等の活用の有無

達成度 % 96.6%

年度

雇　用　量
（雇用人数（人）×雇用期間（月））

活動実績 人 336
活動見込 人 348

事業期間の設定理由 鏡野町第２次総合計画の終期まで

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和５年度

教育水準の維持 配置実績÷配置予定

成果実績 % 100

目標値 % 100

達成度 % 100

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施翌年度早期に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　本事業を電源立地地域対策交付金を活用し実施することで、講師等の人員の充足が図られ、鏡野町児童・生徒の確かな学力の向上、教育環境の充実を図り、調和の
とれた人材の育成、確かな学力と豊かな人間性の向上に寄与することができました。

事業開始年度 令和４年度 事業終了（予定）年度 令和４年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 鏡野町

交付金事業実施場所
（小学校）鏡野町古川、円宗寺、下森原、香々美、真経、富西谷
（中学校）鏡野町竹田

交付金事業の概要

　小学校臨時職員２１名（講師１２名・校務員７名・学校図書支援員１名・事務職員１名）
　中学校臨時職員７名（講師５名・校務員1名、学校図書支援員１名）
　の人件費１２ヶ月分。

電源立地地域対策交付金を活用し、教育環境の整備・充実に努めます。

Ⅱ．事業評価個表
番号 措置名 交付金事業の名称
6 公共用施設に係る整備、維持補修又は維持運営等措置 福祉施設維持運営事業

交付金事業に関係する都道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

【主要政策・施策】
　鏡野町第２次総合計画（後期基本計画） 令和３年度～令和７年度（５年間）
　　政策：３ 創造豊かな教育・文化の里づくり
　　施策：３－１学校教育の充実
　　　・学習意欲を引き出す授業改善で確かな学力の向上に努めます。
　　　・教育環境の整備・充実した体制づくりに取り組みます。

【⽬標】（令和７年度）

　学校生活が充実していると答えた児童の割合　：　９０．０％
　学校生活が充実していると答えた生徒の割合　：　８５．０％


